
③
級
の
部
に
分
か
れ
て
実
施
。

▽
11
月
20
日
a
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
社
会
教
育
会
館
で
。

▼
11
月
12
日
g
ま
で
に
芸
術
文
化

協
会
1
49
―
２
５
２
１
（
社
会

教
育
会
館
内
）
へ
申
し
込
む
。

※
広
報
み
た
か
10
月
16
日
号
で

開
催
日
、
申
込
期
限
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
右
記
の
と

お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。お

子
さ
ん
の
就
学
相
談

入
学
・
進
学
な
ど
就
学
に
関
す
る

相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
、
就
学
相
談
室
で
。

▼
事
前
に
、
同
室
1
内
線
３
２

５
８
へ
申
し
込
む
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

11
月
25
日
f
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。
毎

年
11
月
12
日
〜
25
日
は
、
関
係
団

体
が
協
力
し
、
女
性
の
人
権
尊
重

の
た
め
の
意
識
啓
発
な
ど
の
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
女
性
の
た
め
の
こ
こ
ろ
の
相
談

市
民
の
み
な
さ
ん

が
日
ご
ろ
の
学
習
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▽
12
月
３
日
g
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
・

４
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、同
館
で
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
特
別
講
演
会
「
地

域
で
生
涯
学
習
！
出

会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

学
び
あ
い
」

３
日

午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分
。
講
師
は
文

教
大
学
人
間
科
学
部

教
授
の
野
島
正
也
さ

ん
。
保
育
あ
り
（
満

１
歳
〜
就
学
前
、
先

着
10
人
）。

▼
同
館
へ
（
保
育
希

望
者
は
11
月
30
日
d

ま
で
に
）
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込

む
。
先
着
100
人
。

◇
舞
台
発
表

３

日
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

民
謡
・
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
・
健
康
体
操
・

バ
ン
ド
演
奏
ほ
か
、

４
日
＝
演
劇
・
舞
踊
・
講
談
・
オ

カ
リ
ナ
、
コ
カ
リ
ナ
演
奏
ほ
か

◇
作
品
展
示

陶
芸
・
絵
画
・
版

画
・
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
・
木
工
作

品
・
押
し
花
・
洋
服
・
絵
手
紙
・

学
習
活
動
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動

紹
介

◇
模
擬
店

三
鷹
産
冬
野
菜
・
木

工
・
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
・
ス
テ
ン
シ

ル
・
デ
ジ
カ
メ
作
品
ほ
か
販
売
、

食
事
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

◇
生
涯
学
習
相
談
窓
口
開
設

３

日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ン

シ
ル
カ
ー
ド
作
り
・
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
小
物
作
り
・
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン

ト
・
名
刺
作
り
・
名
札
作
り
、
子

ど
も
向
け
16
l
映
画
会
・
寸
劇
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
か

◇
図
書
・
赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
展

示
コ
ー
ナ
ー

▼
直
接
会
場
へ
。

e

同
館
1
49
―
２
５
２
１

第
５２
回
市
民
文
化
祭
　
囲
碁

大
会(

ク
ラ
ス
別)

参
加
者
受

付
中

①
有
段
者
の
部
Ａ
（
３
段
以
上
）、

②
有
段
者
の
部
Ｂ
（
初
、
２
段
）、

福祉
市役所代表電話10422-45-1151
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対
象
は
在
勤
・
在
学
を
含
む
女

性
市
民
。
暴
力
に
限
ら
ず
暮
ら
し

の
悩
み
全
般
に
つ
い
て
、
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
（
予
約

制
・
１
人
１
時
間
ま
で
）。

▽
毎
週
木
・
土
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
後
１
時
〜

５
時
、
三
鷹
市
中
央
通
り
タ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
４
階
女
性
交
流
室
で
。

▼
事
前
に
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー

1
44
―
６
６
０
０
（
直
通
）
へ

申
し
込
む
。

e

企
画
経
営
室
1
内
線
２
１

１
６介

護
教
室

◆
「
介
護
予
防
は
楽
な
動
き
方
か

ら
」
〜
す
わ
る
・
た
つ
・
あ
る
く

は
お
達
者
の
第
一
歩
〜

野
村
病
院
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
・
弘
済
園
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
太
郎
主
催
。

▽
11
月
14
日
b

午
後
２
時
〜
４

時
、
連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
。
講
師
は
野
村
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
理
学
療
法
士
の
栗
原

弥
生
さ
ん
。動
き
や
す
い
服
装
で
。

◆
「
三
鷹
市
の
在
宅
医
療
」
〜
地

域
の
お
医
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
方

〜
牟
礼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
弘
済
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

恵
比
寿
苑
主
催
。

▽
11
月
19
日
g

午
後
２
時
〜
４

時
、
教
育
セ
ン
タ
ー
第
二
中
研
修

室
で
。
講
師
は
三
鷹
市
医
師
会
で

介
護
保
険
を
担
当
す
る
若
林
研
司

さ
ん
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
２
２介

護
者
の
つ
ど
い
〜
新
潟
県

弥
彦
温
泉
一
泊
旅
行
〜

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
高
齢
の
家
族
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
市
民
の
方
。

▽
12
月
７
日
d
〜
８
日
e
の
１

泊
２
日
。
１
日
目
＝
燕
洋
食
器
会

館
、
弥
彦
温
泉
泊
。
２
日
目
＝
弥

彦
山
パ
ノ
ラ
マ
タ
ワ
ー
、
寺
泊

（
買
い
物
）
な
ど
。
参
加
費
５
千

円
。

▼
11
月
７
日
b
〜
15
日
c
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
に
同
協
議
会
在

宅
係
1
79
―
３
５
０
５
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
。
定
員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。傍

聴
で
き
ま
す
「
三
鷹
市
健

康
福
祉
審
議
会
」

▽
11
月
10
日
e
午
後
７
時
か
ら
、

教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
大
研
修
室

で
。
三
鷹
市
健
康
・
福
祉
総
合
計

画
２
０
１
０
改
定
素
案
（
案
）
の

検
討
ほ
か
。

▼
当
日
午
後
６
時
50
分
ま
で
に
、

直
接
会
場
へ
。

e

地
域
福
祉
課
1
内
線
２
６

１
２傍

聴
で
き
ま
す
「
介
護
保
険

事
業
計
画
検
討
市
民
会
議
」

第
三
期
（
平
成
18
〜
20
年
度
）

三
鷹
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
検

討
す
る
市
民
会
議
を
開
催
し
ま

す
。

▽
11
月
15
日
c

午
後
７
時
〜
９

時
（
傍
聴
受
付
は
６
時
45
分
か

ら
）、
教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
大
研

修
室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
４養

育
家
庭
里
親
体
験
発
表
会

「
養
育
家
庭
」
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
親
元
を
離
れ
て
生

活
す
る
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
受

け
入
れ
、
家
族
と
し
て
育
て
て
く

れ
る
家
庭
で
す
。

実
際
に
養
育
家
庭
と
し
て
子
ど

も
を
受
け
入
れ
て
い
る
方
の
生
の

声
に
触
れ
、
ご
自
身
の
子
育
て
を

見
つ
め
直
し
た
り
、「
地
域
で
の

子
育
て
」を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
11
月
30
日
d
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
第
１
部
＝
体

験
発
表
、
養
育
家
庭
制
度
の
ご
案

内
、
第
２
部
＝
養
育
家
庭
と
の
懇

談
会
。

▼
29
日
c
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
び
の
び

ひ
ろ
ば
1
40
―
５
９
２
５
へ
申
し

込
む
。〜

障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん

の
学
校
選
び
を
考
え
よ
う
〜

就
学
を
考
え
る
保
護
者
懇
談

会三鷹
市
心
身
障
害
者
（
児
）
親

の
会
主
催
。
市
内
心
身
障
害
児
学

級
や
都
立
養
護
学
校
に
子
ど
も
を

通
わ
せ
て
い
る
親
の
会
会
員
と
一

緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
11
月
26
日
g

午
後
２
時
〜
４

時
、
市
役
所
第
三
庁
舎
313
号
会
議

室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
親
の
会
（
会
長
　
野
原
）

1
32
―
１
８
５
４
・
（
学
齢
部

原
田
）
1
32
―
７
０
７
２
・
地

域
福
祉
課
1
内
線
２
６
１
８

知
的
障
が
い
者
通
所
授
産
施

設
の
通
所
者
募
集

平
成
18
年
４
月
１
日
に
開
設
す

る
知
的
障
が
い
者
通
所
授
産
施
設

「
は
あ
と
・
ふ
る
・
え
り
あ
」
の

通
所
者
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
は

愛
の
手
帳
を
も
つ
16
歳
以
上
の

方
。

◆
運
営
団
体

社
会
福
祉
法
人
新

の
会

◆
所
在
地

調
布
市
小
島
町
１
―

22
―
７

◆
授
産
内
容

パ
ン
類
の
製
造
販

売
宅
配
、
喫
茶
食
品
加
工
、
園
芸
、

紙
工
芸
、
手
工
芸

◆
定
員

40
人

▼
地
域
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
⑮

番
窓
口
）
で
配
布
す
る
「
募
集
案

内
」
に
同
封
の
申
込
書
で
申
し
込

む
。

e

新
の
会
（
藤
沼
）
1
042
―

373
―
３
２
８
９
（
午
後
７
時
以

降
）
・
地
域
福
祉
課
1
内
線
２

６
５
５ご

相
談
く
だ
さ
い
「
福
祉
有

償
運
送
」
の
許
可
申
請

「
福
祉
有
償
運
送
」
と
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動
困

難
な
方
を
対
象
に
乗
降
を
容
易
に

す
る
機
能
の
つ
い
た
車
両
を
使
っ

て
有
償
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
で
す
。

道
路
運
送
法
の
規
定
に
よ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
営
利
を
目
的

と
し
な
い
事
業
者
は
事
業
許
可
を

得
て
、
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
事
業
許
可
を
得
る
た
め
の

協
議
は
、
三
鷹
市
を
含
む
多
摩
地

域
の
26
市
町
村
共
同
設
置
の
運
営

協
議
会
で
行
い
ま
す
。
申
請
を
希

望
す
る
事
業
者
の
方
は
地
域
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
⑭
番
窓
口
）

1
内
線
２
６
１
８
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
」

災
害
救
援
金
の
お
願
い

◆
受
付
期
間

11
月
11
日
f
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

◆
募
金
箱
設
置
場
所

市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、
福
祉
会
館
１
階

※
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
、
午

後
４
時
〜
５
時
は
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
所
（
福
祉
会
館
１
階
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

e

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
三
鷹
市
地
区
（
三
鷹
市
社
会
福

祉
協
議
会
）
1
79
―
０
０
３
５

三
鷹
俳
句
会
10
月
の
秀
句

選
者
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

落
日
を
手
に
引
き
も
ど
す
烏
瓜槙田

隆
司

赤
と
ん
ぼ
わ
れ
も
か
っ
て
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
静
三

鈍
行
や
心
に
焼
き
つ
く
稲
架
（
は
ざ
）

の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
操

父
祖
の
地
に
縁
絶
え
た
り
烏
瓜

山
田
み
ち
を

父
の
忌
の
香
煙
真
直
ぐ
秋
高
し三矢

恵
啓

ポ
ン
菓
子
の
音
轟
く
や
秋
祭大久

保
英
一

み
ち
く
さ
の
日
昏
れ
は
迅
し
烏
瓜

小
泉
秀
夫

両
肩
に
乗
り
し
秋
日
の
軽
さ
か
な

寺
田
絢
子

秋
灯
下
つ
く
ろ
ひ
も
の
に
糸
切
歯

赤
木
き
よ

赤
と
ん
ぼ
水
場
残
り
し
小
屋
の
跡

田
山
光
起

秋
の
声
書
庫
に
重
き
鉄
扉

伊
藤
紫
春

両
方
の
浄
土
に
向
き
て
曼
珠
沙
華

小
木
曽
貞
子

掌
の
温
み
残
る
ど
ん
ぐ
り
貰
い
け
り

田
中
淑
子

秋
の
蚊
を
憎
き
奴
よ
と
誉
め
に
け
り
　
　

佐
野
み
さ
を

烏
瓜
薮
に
小
さ
く
灯
を
と
も
す南

み
ち

蟻
穴
の
し
づ
か
に
な
る
や
秋
陽
暮
れ
　
　

大
和
谷
慈
子

烏
瓜
不
器
用
に
生
き
て
憚
ら
ず拝司

園
子

入
院
の
窓
に
見
つ
め
し
烏
瓜寺岡

美
由
喜

信
濃
路
や
新
蕎
麦
招
く
峠
茶
屋

板
橋
ク
ラ
子

11
月
は
三
鷹
文
化
祭
俳
句
会
の
た

め
、
例
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７０
歳
以
上
の
方
に

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

ご
案
内

満
70
歳
以
上
の
都
民
の
方
（
寝

た
き
り
な
ど
の
方
を
除
く
）
は
、

申
し
込
み
に
よ
り
、
都
バ
ス
、
都

営
地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ

ス
（
小
田
急
バ
ス
、
京
王
バ
ス
な

ど
）
が
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

パ
ス
の
有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

▼
満
70
歳
に
な
る
月
の
初
日
か

ら
、
次
の
小
田
急
バ
ス
の
各
窓
口

で
申
し
込
め
ま
す
。

◆
交
付
窓
口

小
田
急
バ
ス
三
鷹

駅
・
吉
祥
寺
駅
南
口
・
吉
祥
寺
駅

北
口
・
武
蔵
境
駅
南
口
の
各
案
内

所
、
武
蔵
境
営
業
所
（
武
蔵
野
市

境
南
町
５
―
１
―
18
）
・
吉
祥
寺

営
業
所
（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町

３
―
１
―
６
）

※
市
役
所
で
は
取
り
扱
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

◇
本
人
の
市
民
税
が
非
課
税
の

方
＝
①
負
担
金
１
千
円
、
②
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
、
運
転
免
許

証
な
ど
）、
③
市
民
税
非
課
税
証

明
書
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
証
明

書◇
本
人
の
市
民
税
が
課
税
の
方
＝

①
負
担
金
２
万
510
円
、
②
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
（
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許

証
）

e

6
東
京
バ
ス
協
会
1
03
―

５
３
０
８
―
６
９
５
０
・
小
田
急

バ
ス
武
蔵
境
営
業
所
1
31
―
６

１
９
１

こ
も
れ
び
　
ほ
っ
と
・
サ
ー

ク
ル
「
Ｓ
・
カ
フ
ェ
で
お
し

ゃ
べ
り
を
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

市
と
の
協
働
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
毎
月

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｓ
・
カ
フ
ェ
は
毎
月
第
２
金

曜
日
の
午
後
、
お
菓
子
と
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

▽
11
月
11
日
f

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
ス
ペ
ー
ス
Ｓ
（
下

連
雀
一
丁
目
）
で
。
お
好
き
な
時

間
に
ど
う
ぞ
。
参
加
費
300
円
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
1
42
―

４
４
７
１
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時
。

e

こ
も
れ
び
事
務
局
1
42
―

４
４
６
９
・
高
齢
者
支
援
室
1

内
線
２
６
２
４

社
会
福
祉
事
業
団
の
食
事
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団
で

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
な
ど
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
温
か
い
手
作
り
の
食

事
を
年
中
無
休
で
配
達
し
て
い
ま

す
。献

立
は
栄
養
士
が
栄
養
管
理
を

行
い
、
主
食
や
主
菜
の
減
少
に
よ

る
低
栄
養
化
を
防
ぐ
な
ど
、
健
康

維
持
や
介
護
予
防
に
効
果
的
な
内

容
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
料
金

１
食
760
円
（
税
込
み
）

◆
会
費

月
額
１
千
円（
税
込
み
）

◆
提
供
日

毎
日

※
10
月
か
ら
料
金
を
790
円
か
ら

760
円
に
値
下
げ
し
ま
し
た
。

e

同
事
業
団
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
係
1
43
―
８
８
０
４

第37回 三鷹市社会教育会館のつどい
広めよう！
学ぶ楽しさ
地域のみんなに


